
 

 

 

    
  
６年生が茶道体験をしました   

２月１日(木)・２日(金)の二日間に渡り、６年生が茶道体験

を行いました。本校には校舎３階に和室があります。壁や柱

にはヒノキを使用し、畳の一角には炉が切られており、茶室

として活用できます。講師に、稲葉地こども園から奥村紀子

園長ら 3 名をお招きし、子どもたちは「一期一会」「和敬清

寂」などの茶道の心得を学んだ後、畳の歩き方や美しい座り

方、立ち方などの所作も体験を通して学びました。 
 

２日(金)は、お点前の様子を見学した後、実際に友達

にお茶をたてました。使用した抹茶茶碗は、６年生が 11

月にろくろ体験で制作した一品ものです。活動を通し

て、子どもたちは茶道の心得を学び、日本の伝統文化            

を味わうことができました。 
 

交通安全感謝の会を行いました 
２月 19 日(月)に交通安全感謝の会を行いました。当日はインフルエンザによる欠席者が

非常に多かったことから、感染拡大防止のため、会の運営を担う代表委員会と花鉢を贈る児

童のみが体育館に集まり、多くの子どもたちは自分の教室の大型モニタを見ながら会に参加

しました。 

 

 

 

 

 
 

会では、区政協力委員長さん、中村警察署員さん、交通指導員さん、ＰＴＡ役員さんから

お言葉をいただき、交通指導員さんからはマジックも披露していただきました。日頃、登下

校を見守っていただいていることへの感謝の気持ちを伝えるとともに、これからも交通安全

に気を付けて生活する決意を伝えることができました。 
 

令和６年度「県民の日 学校ホリデー」について 

この度、名古屋市教育委員会から文書にて「令和６年度は『県民の日学校ホリデー』への

参加を見送る」との通知を受けました。なお、本校の「令和６年度の主な行事予定」(２月９

日配付済)に変更はありません。 

 学 校 だ よ り  
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卒業に向かってテイクオフ！『よもきこ卒業スペシャル』 
 

２月 16 日(金)に、絵本の読み聞かせボランティア「よもきこ」

さんが、６年生に向けて『よもきこ卒業スペシャル』を催してく

ださいました。この日、子どもたちは４名のよもきこさんから

『きぼう』『たくさんのドア』『ことばのかたち』『12 の贈り物』

という絵本を読んでいただきました。 
 

それぞれの絵本は、事前にパソコンに取り込まれ、教室前方

のスクリーンに投影されます。子どもたちは投影された絵本に

目をやりながら、想像の翼を広げて、よもきこさんのお話に聞

き入っていました。よもきこさんは絵本を読み始める前に、そ

の絵本を選んだ理由を話してくださいます。子どもたちは、よ

もきこさんの温かいお気持ちに「卒業」という二文字を重ねな 

がら、絵本の世界に浸っていました。 
 
今年度もたくさん読み聞かせをしていただきました♪ 

今年度は１～３年生に 4 回、４～６年生に 3 回、６年生に１回

(卒業スペシャル)の全 8 回の読み聞かせを行っていただきました。

よもきこさんのおかげで、子どもたちは朝から心躍る冒険の旅に出

かけたり、面白い世界に迷い込んだりすることができました。一年

間、子どもたちのためにありがとうございました。 
 

Thank you, Airi sensei. ～別れの季節です～   

２月 29 日(木)は、本校 AET(Assistant English Teacher)の 

最終勤務日でした。本校は今年度、名古屋市の試行事業として

AET が週に１日勤務し、５・６年生の外国語科の授業の補助

をしたり、全学年の給食や学活などに参加したりしました。 

※ 3・4 年生の外国語活動の授業では「外国語活動アシスタント」(日本人)  

が授業の補助を行っています。  

この日の下校時、AET のアイリ先生が通用門(東門)に立つ

と、すぐに子どもたちが駆け寄り、“Thank you very much, Airi 

sensei.”(アイリ先生ありがとうございました。) “Never say 

goodbye.” (またいつかお会いしたいです)などと話し掛ける

姿が見られました。また、多くの子どもたちが積極的にアイリ

先生に近づき、“ See you.” (またね)と話し掛けていました。 

外国語活動(3・4 年生)や外国語科(5・6 年生)の教科目標の中には「主体的に外国語を用

いて、コミュニケーションを図ろうとする態度を養う」という一文があります。子どもたち

とアイリ先生の自然な関わり合いの様子からは、大きな成果が感じられました。 

【企画と運営をしてくださいました】 


